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位　　置

地　　形は　じ　め　に

十 津 川 地 区 の 概 要

　十津川地区は、奈良県南部の吉野郡十津川村、野迫川村、天川村、五條市大塔町に位置して
います。十津川地区では、明治22年に未曾有の豪雨に見舞われ、死者168人をはじめ家屋・
水田など物的被害がもたらされ、その後も南海地震、和歌山水害など、度重なる被害を受けま
した。
　平成23年9月の台風12号の記録的な豪雨により、紀伊半島山岳域では多数の山地災害が発
生し、特に十津川村とその近隣市町村では多数の山腹崩壊が発生し、家屋の流出及び人的被害
をもたらしました。これらのことより、人家等の保全及び流域全体の水源かん養機能の維持・
向上等が強く求められています。

①十津川村
　十津川村は、奈良県の南部に位置し、和歌山県と隣接
しています。東西に流れる吉野川より南にあり、近畿の
屋根と呼ばれる大峰山系西縁にあたります。大峰山系
は標高1,914ｍの八経ヶ岳を主峰とする南北に伸張す
る山体であり、主要山体標高は1,700ｍを超えます。地
域中央を南北に流れる熊野川は、この大峰山系を源と
し、地域内では標高700ｍから200ｍにかけて下りな
がら、多くの支流と合流しつつ南に流下しています。
　右の写真は、急峻な地形に位置する十津川村上野地
集落です。
　②野迫川村
　野迫川村は、県の西南端に位置し、和歌山県と隣接
しています。村の北部には古くから開けた信仰の山、
1,000ｍ前後の山々高野山があり、南には高野龍神国
定公園の一部である標高1,344ｍの伯母子岳や護摩壇
山が険峻な山容を見せて連なっています。 
　右の写真は、奈良県野迫川村と和歌山県高野町の県
境に位置し、1,000メートル級の尾根に沿って延びる
高野龍神スカイラインです。
　③天川村
　天川村は、県のほぼ南半分を占める吉野郡の中央部
に位置するとともに、紀伊山地主部にあたる吉野山地
の中心に立地しています。吉野山地の主脈であり“近
畿の屋根”とされる大峯山系が、本村の東部に連な
り、北境および南境もこの支脈によって形づくられ、
西端は天ノ川の出口になっています。
　右の写真は、天川村坪内にある才智・芸能の神とし
て有名な天河大辨財天です。
　④五條市大塔町
　五條市大塔町は、県の南部に位置し、紀伊山地を東
西に分ける天ノ川沿いに村落を構える山あいの村であ
ります。1,260ｍの荒神岳を源に池津川が東下し、熊
野川に合流しています。
　右の写真は、五條市大塔町阪本にある明治維新の先
駆けとして尊王攘夷派の天誅組志士達が挙兵し、本陣
とした跡地です。

　十津川地区は、紀伊半島のほぼ中央部に位置し、和歌山県と隣接しています。
　平成23年までは、十津川村の一部を対象として事業を実施してきましたが、平成23年9月
の台風12号に伴う豪雨による区域外での大規模な崩壊に対応するため、十津川村・野迫川
村・天川村・五條市大塔町の一部を対象区域に加え、十津川地区（１３区域）としています。
　十津川地区の区域面積は38,400haで、奈良県総面積の10.4％を占めています。
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地　　質 林　　況

気　　象

　十津川地区は、四万十帯日高川層群美山

層に属しています。大部分が中生代の海洋

プレートの沈み込みに伴って形成される

『付加体』と呼ばれる砂岩、泥岩を主とし

た地層です。

　我が国最大の地質運動体である中央構造

線外帯に属し、地層は断層や褶曲作用を強

く受けていると考えられ、基岩は破砕され

ている部分が多く、脆い地質地盤となって

います。  

　奈良県南部の吉野川上流を中心に、吉
野スギ材を産出する吉野林業地域の影響
を受けて、スギの人工林化が進められて
きました。近年は鹿による苗木の食害増
加などにより、疎林化された幼齢林地が
増大しています。その他はおおむね広葉
樹の2次林となっており、カシ・シイなど
暖温帯の常緑樹と、シデ・ナラ・モミ・
ブナ・トウヒなどの温帯または寒帯の樹
木が混生しています。

　十津川地区は、太平洋気候区に属し、森林の成長には良好な自然環境にあります。日最大降
水量は、平成23年9月の591.5㎜、時間最大降水量は、平成21年8月10日の62.0㎜、過去
20年間の年平均雨量は、全国の平均的な降水量（1,800㎜程度）を大きく上まわる
2,433.5㎜、年平均気温は13.9℃となっています。
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植生の状況（植林地が多く、部分的に広葉樹が混生）
（平成24年11月撮影）

破砕された脆弱な地質の状況
（平成24年6月撮影）
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奈良県　
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20,153

15,072

110,275

267,277

32,246
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13,499

9,671

64,255

168,128

32,130
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9,649
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29,782
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46,020
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11,383
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43,266

87,766

52.0
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－7.0℃
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62.0㎜
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2011年

2011年9月

2011年9月3日

2009年8月10日
風屋観測所　吉野郡十津川村風屋
北緯34゜2.7′東経135゜47.2′海抜301m

区分 森林面積
        ha

人工林率
％

人工林面積　 ha

計 針葉樹 広葉樹 計 針葉樹 広葉樹

天然林面積　 ha

※奈良県林業統計　平成24年4月現在
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十津川地区

沿　　革

災 害 の 記 録 過去における主な災害状況

全体計画（変更）推移表

　熊野川流域の災害記録としては、明治22年8月(1889年)の2回、の室戸台風、21年12月
(1946年)の南海地震、28年7月(1953年)の和歌山水害、同年9月の台風13号、46年7月
(1971年)の台風9号、57年8月(1982年)の台風10号となっておりますが、今日の荒廃の源
は、明治22年8月18～19日にわたる大水害で、両日での推定雨量は1,012㎜であったとい
われており、この豪雨で村内のいたるところに崩壊が発生し、当時の調査によれば1ha以上の
崩壊地が1,080箇所、土砂ダムが37箇所できたと記録されています。
  

平成23年9月　台風12号の概要 
　平成23年の台風12号は、9月2日から4日にかけてゆっくりと日本列島付近を進み、紀伊
半島を中心とする広い範囲に豪雨をもたらしました。
　特に奈良県南部での雨量が多く、上北山村のアメダスでは降り始めの8月30日18時から9
月4日24時までの総雨量が1,808.5ミリを観測し、記録的な大雨となりました。このような
記録的な豪雨のため、紀伊半島山岳域では多数の山地災害が発生し、特に奈良県十津川村とそ
の近隣市町村では多数の山腹崩壊が発生し、家屋の流出及び人的被害をもたらしました。大規
模な崩壊地のうち、熊野川支流の河道をせき止め、土砂ダムを形成したものもありました。

　十津川地区民有林直轄治山全体計画は、昭和42年に施工期間25年間の当初計画を策定し
て事業着手し、その後、新生崩壊・拡大崩壊と事業予定区域拡大に伴い8回変更が行われ、現
在の計画は、平成18年度末に当地区の一部概成に伴い既存施設を奈良県へ移管し、事業対象
区域を変更（約2万ha縮小）しました。また、終期を平成26年度とした全体計画により、事業
を実行しています。しかし、平成23年の台風12号災害を受け、大規模な山腹崩壊地が多数
発生したことなどを踏まえ、事業区域面積を22,800ｈaから38,400ｈaに拡大、施工予定期
間を平成33年まで延長するなど、全体計画の見直しを行い、復旧・復興に取り組んでいます。
　全体計画の策定及び変更の推移については以下のとおりです。
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台風12号による豪雨で水没した集落（坪内）
（平成23年9月撮影）

集 中 豪 雨
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台風12号経路図
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岡山県南部に再上陸

9月3日10時前
高知県東部に上陸
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　平成23年の台風12号により、新たな大規模崩壊地が多数発生しました。放置すれば拡大する危険性
が高く、災害発生源となる恐れの大きい崩壊地や渓流荒廃地などについて、流域全体の水源かん養機能
の維持・向上等を目標に治山事業により早急な安定化を図るために事業を実施しております。
　事業の実施にあたっては、施工区域が広大で、地区全体に崩壊地が散在するため、13区域に区分し施
設整備の重点化により早期の効果発現を図るとともに、地域住民の避難等に資する情報提供等のソフト
対策に努めております。 
　効率的・効果的な施設整備等を進めるため、以下の事業実施方針に基づき事業を実施いたします。

○ハード対策           
①事業の優先順位を考慮した重点化
　平成23年の台風12号により発生した山腹崩壊地等について、保全対象の重要度を勘案した上で、緊急
的に対応する必要がある箇所について優先的に対策を講じます。
②地域住民の生活環境の早急な回復
　避難を余儀なくされている地域住民もおられる中、早急な対策の実施のため工期短縮等を図り、地域住
民の生活環境の早急な回復に努めます。
③ライフサイクルコストの縮減 
　環境保全を含めたライフサイクルコスト縮減の観点から適切な工法を選択します。
④現地の状況に応じた対策工の選択
　大規模崩壊が発生する要因と考えられる地質、地域特性を踏まえた適切な工法を選択します。 
○ソフト対策
　人的被害を軽減する上でハード対策だけでなく、地域住民の避難等に資する情報提供等のソフト対策に
努めております。
　事業計画地区内に設置した雨量計や変位自動計測器等により得られたデータ、航空レーザー測量により
得られたデータを収集し、そのデータを地域で共有し、大規模崩壊等が発生した場合など地域住民の避難
に資するため、地方公共団体へ情報提供を実施します。

8 9

施工前の荒廃状況（昭和46年撮影）
森林の復元が見受けられる。
平成23年の台風12号災害による被害は確認されなかった。

〈杉清六丁地区〉（現神納川区域）

現在の状況（平成23年撮影）

こ れ ま で の 事 業 実 施 状 況

治 山 事 業 の 進 め 方

事 業 方 針

事業実施基本方針

十津川地区全体計画位置図
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十津川区域
野迫川区域
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天川区域
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神納川区域6

内野区域3

野迫川村

荒神岳

伯母子岳

鉾尖岳

護摩壇山

371

伯 母 子 国 有 林

檜 股 国 有 林

荒 神 山 国 有 林

③-2内野
③-1山天

⑥-3三田谷
⑥-1小井谷

⑥-2五百瀬1

733

十津川治山事業所

十津川村役場

五條市大塔町

野尻区域8

旭区域7

長殿区域2

宇宮原区域1

4 上野地区域

西川区域5

折立区域9

法主尾山

下辻山

大峠山

牛廻山
丸尾山

天上山

刈又山

高時山

168

赤 谷 国 有 林

広 尾 谷 国 有 林

②-1長殿谷

①-1テラ谷

①-2濁谷

⑦-1宮谷

④-1河津谷

④-2高津谷

⑤-1今西 ⑧-4山崎谷3
⑧-2山崎谷1

⑨-1折立

⑧-3山崎谷2

235
734

十津川村

崖又山

425

168

⑥-4五百瀬2

⑧-1野尻

十津川エリア
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 復旧箇所：18箇所
 山腹工：92.2ha
 渓間工：44基

長殿区域 長殿谷 ②-1
事業予定期間：平成30年度～平成33年度（4年間）
主な事業内容：山腹工　21.3ha

西川区域 今西 ⑤-1
事業予定期間：平成28年度～平成32年度（5年間）
主な事業内容：治山ダム工4基　山腹工　10.6ha

長殿発電所被災状況 ①-2

五百瀬集落

国道168号

国道168号

長殿発電所
及び民家

村道寸断箇所

村道

神納川神納川

熊野川熊野川

熊野川熊野川

いまにし

なが と だに

神納川区域 
五百瀬2 ⑥-4
事業予定期間：
平成24年度～平成29年度（6年間）
主な事業内容：
治山ダム工4基　山腹工　3.8ha

い　も　ぜ

折立区域 折立 ⑨-1
事業予定期間：平成24年度～平成27年度（4年間）
主な事業内容：山腹工　1.9ha

宇宮原区域 
濁谷 ①-2
事業予定期間：
平成25年度～平成33年度（9年間）
主な事業内容：
治山ダム工8基　山腹工　16.5ha

にごりだに

野尻区域 野尻 ⑧-1
事業予定期間：平成25年度～平成32年度（8年間）
主な事業内容：治山ダム工5基　山腹工　14.0ha

おりたち

の じり
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①-2濁谷

⑦-1宮谷

④-1河津谷

④-2高津谷

⑤-1今西 ⑧-4山崎谷3
⑧-2山崎谷1

⑨-1折立

⑧-3山崎谷2

235
734

十津川村

崖又山

425

168

⑥-4五百瀬2

⑧-1野尻

十津川エリア

10 11

 復旧箇所：18箇所
 山腹工：92.2ha
 渓間工：44基

長殿区域 長殿谷 ②-1
事業予定期間：平成30年度～平成33年度（4年間）
主な事業内容：山腹工　21.3ha

西川区域 今西 ⑤-1
事業予定期間：平成28年度～平成32年度（5年間）
主な事業内容：治山ダム工4基　山腹工　10.6ha

長殿発電所被災状況 ①-2

五百瀬集落

国道168号

国道168号

長殿発電所
及び民家

村道寸断箇所

村道

神納川神納川

熊野川熊野川

熊野川熊野川

いまにし

なが と だに

神納川区域 
五百瀬2 ⑥-4
事業予定期間：
平成24年度～平成29年度（6年間）
主な事業内容：
治山ダム工4基　山腹工　3.8ha

い　も　ぜ

折立区域 折立 ⑨-1
事業予定期間：平成24年度～平成27年度（4年間）
主な事業内容：山腹工　1.9ha

宇宮原区域 
濁谷 ①-2
事業予定期間：
平成25年度～平成33年度（9年間）
主な事業内容：
治山ダム工8基　山腹工　16.5ha

にごりだに

野尻区域 野尻 ⑧-1
事業予定期間：平成25年度～平成32年度（8年間）
主な事業内容：治山ダム工5基　山腹工　14.0ha

おりたち

の じり



⑪-1赤谷a

⑪-2赤谷b

⑬-1北股

⑬-2檜股

⑩-1堂平

赤谷区域11

野迫川区域13

堂平区域10

野迫川村

檜 股 国 有 林

荒 神 山 国 有 林

荒神岳

野迫川村役場

赤 谷 国 有 林

734

734

733

733

五條市大塔町
五條市大塔支所

168371

野迫川エリア 五條大塔エリア

12 13

 復旧箇所：2箇所
 山腹工：7.4ha
 渓間工：1基

 復旧箇所：3箇所
 山腹工：72.5ha

野迫川区域 檜股 ⑬-2 赤谷区域 赤谷a ⑪-1

赤谷区域 赤谷b ⑪-2

県道 高野辻堂線

市道 川西線

檜股川

熊野川熊野川

檜股川

赤谷区域 赤谷b ⑪-2
事業予定期間：平成26年度～平成33年度（8年間）
主な事業内容：山腹工　24.9ha

堂平区域 堂平 ⑩-1
事業予定期間：平成25年度～平成26年度（2年間）
主な事業内容：山腹工　3.0ha

野迫川区域 檜股 ⑬-2
事業予定期間：平成25年度～平成27年度（3年間）
主な事業内容：治山ダム工1基　山腹工　1.7ha

ひのきまた

ひのきまた

赤谷区域 
赤谷a ⑪-1
事業予定期間：
平成30年度～
平成33年度（4年間）
主な事業内容：
山腹工　44.6ha

どうひら

あかだに

あかだに

あかだに

あかだに
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事業予定期間：平成26年度～平成33年度（8年間）
主な事業内容：山腹工　24.9ha

堂平区域 堂平 ⑩-1
事業予定期間：平成25年度～平成26年度（2年間）
主な事業内容：山腹工　3.0ha

野迫川区域 檜股 ⑬-2
事業予定期間：平成25年度～平成27年度（3年間）
主な事業内容：治山ダム工1基　山腹工　1.7ha

ひのきまた

ひのきまた

赤谷区域 
赤谷a ⑪-1
事業予定期間：
平成30年度～
平成33年度（4年間）
主な事業内容：
山腹工　44.6ha

どうひら

あかだに
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⑫-3栃尾

⑫-2坪内

⑫-1川合

トサカ尾山

観音峯山

頂仙岳

地 峯 国 有 林

入 谷 国 有 林

天川区域12

天川村

53

309

天川村役場

天川エリア

14 15

 復旧箇所：3箇所
 山腹工：3.9ha　　渓間工：7基

 宇宮原区域：長殿（テラ谷）
 谷止工（H=11.0m,L=34.8m,V=1392.5㎥)
 (H25年2月8日現在）

 折立区域：折立
 山腹工（A=1.9ha)
 (H25年2月22日現在）

 神納川区域：五百瀬2号地
 谷止工（H=8.0m,L=38.5m,V=653.1㎥)
 (H25年1月10日現在）

 野尻区域：野尻
 谷止工（H=14.0m,L=43.0m,V=2410.1㎥)
 (H25年2月5日現在）

復 旧 の 取 組 み 状 況 （平成25年2月現在）

期 待 さ れ る 効 果

天川区域 川合 ⑫-1
事業予定期間：平成26年度（1年間）
主な事業内容：治山ダム工1基　山腹工　0.1ha

かわ い

天の川天の川

坪内集落

県道高野天川線

天川区域 坪内 ⑫-2
事業予定期間：平成25年度～平成28年度（4年間）
主な事業内容：治山ダム工2基　山腹工　3.8ha

つぼのうち

天川区域 栃尾 ⑫-3
事業予定期間：平成24年度、平成27年度～平成28年度（3年間）
主な事業内容：治山ダム工4基

とち  お

　民有林直轄治山事業の施工区域内（十津川地区）には、世帯数1,773、人口3,644人、国
道・県道165km、市町村道・林道が300kmが所在します。
　このほか、十津川村内の熊野川本流には、風屋ダ
ム、二津野ダムといった主に関西圏に電力を供給する
発電用ダムがあり、その保全効果はきわめて大きいも
のがあります。
　また、近年では観光資源である熊野川の濁水防止対
策として、山地保全が下流域から求められており、流
域内の崩壊地の復旧が果たす役割は極めて重要であ
り、実施効果は広域に及んでいます。 風屋ダム
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　民有林直轄治山事業の施工区域内（十津川地区）には、世帯数1,773、人口3,644人、国
道・県道165km、市町村道・林道が300kmが所在します。
　このほか、十津川村内の熊野川本流には、風屋ダ
ム、二津野ダムといった主に関西圏に電力を供給する
発電用ダムがあり、その保全効果はきわめて大きいも
のがあります。
　また、近年では観光資源である熊野川の濁水防止対
策として、山地保全が下流域から求められており、流
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組　織　図

風屋ダムと野尻崩壊地

〒630-8035 奈良県奈良市赤膚町1143-20
  TEL 050-3160-6150（IP)
  FAX 0742-53-1502

〒637-1103 奈良県吉野郡十津川村上野地241-23
  TEL 07466-8-0142
  FAX 07466-8-0142

林　　　野　　　庁

近畿中国森林管理局

奈良森林管理事務所 十 津 川 治 山 事 業 所

治山シンボルマーク十津川地区
民有林直轄治山事業概要

近畿中国森林管理局
奈良森林管理事務所

■奈良森林管理事務所

■十津川治山事業所

─あるべき風景を取り戻そう─

名水祭り

アメノウオ釣り大会

十津川村の大踊り 初　午　祭

谷瀬の吊り橋

名水祭り

アメノウオ釣り大会

十津川村の大踊り 初　午　祭

谷瀬の吊り橋


